
平成２７年度　事業報告書
　　　平成２７年4月1日から平成２８年3月31日まで

１． 事業の成果

２． 事業の実施に関する事項

「特定非営利活動に係る事業」

（千円）

１．

通年 20人

２． 通年

通年 20人

３
．

≪音楽を通じて≫ 通年 不特定多数対象

・音楽彩の開催 11月3日 日本橋三井ホール 60人 不特定700人 12,478

・Talk Live & Piano Concert「魂の響き」 4月17日 札幌エルプラザ 10人

・骨髄ドナー支援チャリティー公演「LIFE」 5/21～24 築地ブティストホール 5人

・フロアｺﾝｻｰﾄ（協賛） 7/7 東京慈恵会医科大学付属病院 各10人 患者・家族他80人

≪啓発≫ 通年 不特定多数対象

・辻友紀子 絵本「またきょうもみつ
けた」原画展

4/23～27 水戸京成百貨店 5人

・朝霞市民まつり「彩夏祭」 8/1・2 朝霞市民まつり 20人

・YANASE×ARK×LFLコラボ展 9/1～10/15 ﾔﾅｾ世田谷店 10人

・本田美奈子.ステージ衣裳&パネル展 10/28～11/8 日比谷ｼｬﾝﾃ 10人

・世田谷ボロ市 12月　１月 東京世田谷 各10人

・小児患者を励ます七夕の会（感
染症発生で中止）

7月4日 東京慈恵会医科大学付属病院 10人 患者・家族他50人

・FM東京「ユメルのラウンジ」出演 12月6日 FM東京 ４人

・NPOｷｬﾄﾙﾘｰﾌ協賛要請 3月6日 東京医療ｾﾝﾀｰ 6人

≪中部支部啓発活動参加≫ 不特定多数対象

・音楽と共にいのちを考える 11/14 名古屋栄広場 20人

・安城七夕まつり 8月9日 安城市 20人

・赤十字万松寺献血ﾙｰﾑ美奈子展10月24日 名古屋中区 20人

・モーターショー2015 11月20日 ﾎﾟｰﾄﾒｯｾ名古屋

①/２

等の催事を通じて、参加者へ
の啓蒙活動を展開

649

コンサートお
よび催事等
による患者
および家族
への社会的
支援の啓発
事業

命を大切に、
支え合う意
識の啓蒙事
業

以下の事業と連携、連動しなが
ら、命の大事さ、命を支え合う
意識の啓発および向上にむけ
て活動を推進

東京・名古屋・大阪およ
び全国

不特定多数、お
よび患者ご家族

（認定）特定非営利活動法人ﾘﾌﾞ･ﾌｫｰ・ﾗｲﾌ美奈子基金

　本年度も、活動の柱「音楽彩」を盛大に成功させ、会報「ありがとう。の風」の発行を通じて、骨髄バンクとの
ドナー登録呼びかけ・啓発活動を展開して、大きな成果を得ることが出来ました。骨髄バンク・ドナー登録者
数は、全国で４６万余人に達しています。

・入院患者へのバンダナの寄
贈・絵本「ありがとう」の寄贈を
継続

国立成育医療研究セン
ター等

　一方、“音楽を通して”患者さん、ご家族を励ますコンサートや啓蒙活動イベント、セミナー講演会等、これ
まで以上の企画を具体化し、本部・中部支部を核に、啓発活動を展開してきました。　特に今年は、美奈子
さん逝去10年の節目の年でもあり、音楽彩は、これまで以上の成功を収め、啓発・広報の拡がりを大きくしま
した。
活動の進展に伴い、基盤となる会員拡大・運営の一層の組織化等、活動強化の課題も明らかになってきて
おります。

事業名 事業内容 実施時期 実施場所
従事者
の人数

受益対象者の
範囲および人
数

事業費の
金額

744

白血病をは
じめとする難
病の患者お
よびその家
族支援のた
めの環境支
援事業

・白血病患者さんとご家族の悩
み相談を通じた支援活動を推
進



４． 6・１１月 会員他不特定

半期発刊 各7000部

0

通年 東京および全国 不特定多数

５． 通年 10人

800

11月21日 逗子開成高校 ２人 生徒50人

12月2日 経友会 ５人 参加者40人

2月3日 東京都立福生高校 6人 生徒80人

2月12日 札幌芙蓉友の会 2人

2月16日

3月22日
ひたちなかベストライオ
ンズクラブ

2人 40人

14,671

②/２

南相馬櫻井市長と懇談・協力活動
要請

シンポジウ
ム、フォーラ
ム、研修会
等による医
療知識の普
及・啓蒙事
業

・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞにて白血病およ
び難病支援活動を訴える

企業・団体等とのコラボレー
ションによるセミナー参加や
ドナー登録の呼びかけ、な
らびに医療知識の普及・向
上の促進活動を推進

機関誌、出
版物、ホーム
ページ等に
よる医療情
報の提供事
業

東京・名古屋を軸に全国
展開

・他NPOとの連携構築を推
進

・会報「ありがとう。の風」（第
４号・第５号）発刊による継
続的啓蒙・広報の推進


